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　関心のある方は、ぜひ会場にお越しください。

■ 退任のごあいさつ
　なお、本年度をもちまして地域おこし協力隊と
しての任期を終えることとなりました。
　1年10カ月の間、たくさんの方々に大変お世話
になりました。私も一人の移住者として高千穂町
とその未来に貢献できるよう、これからも努めて
まいります。
　今後とも、よろしくお願いいたします。

　NPO法人一滴の会へ出向し、地域おこし協力
隊として町の移住定住関連事業に携わる中で、私
は住まいの受け皿づくりの重要性を強く感じてき
ました。

■「414棟の空き家」と「住宅不足」の矛盾
　現在、高千穂町内には414棟の空き家が存在
する一方で、町民の住居も含めて住宅が慢性的
に不足しており、移住希望者向け住宅の確保も極
めて難しい状況が続いています。
　これは空き家自体の数が少ないのではなく、実
際に「住める・貸せる・売れる」状態の物件が限ら
れており、活用に至るまでの権利関係の確認や家
族間調整、情報整理、残置物の片付けなどに時間
と手間がかかることが一因となっています。

■行政と民間をつなぐ役割
　本年度特に力を入れた活動は、未利用の空き
家が廃墟化する前にすくい上げ、住まいとしての
利活用性を探りながら、活用・処分に悩む家主と
移住希望者とのマッチングを行うことです。
　空き家活用と移住支援は、行政の制度・窓口だ
けでも、民間の個別対応だけでも進みにくく、両
者をつなぐ役割が重要です。一滴の会への委託と
協力隊の出向体制は、その間をつなぐ機能として
意味があると感じています。
　この取り組みは、空き家対策であると同時に、
移住定住を進めるための基盤整備でもあります。
　定着した移住者は、地域の新たな担い手とな
り、町内の日常的な消費を維持し、これからの高
千穂の暮らしを支える力になっていると考えてい
ます。

■令和7年度 高千穂町地域おこし協力隊活動報
告会
　空き家マッチングをはじめとする具体的な活動
の枠組みや詳細については、以下の報告会にて
ご報告いたします。
　・日時： 3月25日（水）18：00～
　・場所： 高千穂町役場 4階 大会議室

0982-73-1260▼高千穂町　総合政策課お問合せ

高千穂を盛り上げる地域おこし協力隊メンバー紹介！！

場 所 高千穂町役場　4階　大会議室

甲斐　大奨

一滴の会

宮崎県宮崎市出身。令和6年6月に着任。

移住相談、移住交流、空き家の調査や管理に関する

業務。

地域おこし協力隊として最後の活動報告となります。

着任から1年9ヶ月、NPO法人一滴の会での活動を

通じて見えてきたのは、理想だけでは語れない

移住・定住の課題です。

本報告会では、一滴の会事務局としての通常業務に加

え、移住・定住に関する課題と、現場で試してきた具

体的なアプローチを中心に報告します。

質疑応答の時間も設けています。関心のある方はぜひ

足をお運びください。

山下　紘生

ツーリズム高千穂郷

宮崎県日南市出身。令和6年4月に着任。

農泊、特産品開発に関わりながら、高千穂郷

椎葉山地域、世界農業遺産の魅力をPR。

今回は報告会にて、農村民泊や特産品の取り組み、

世界農業遺産のPR活動を中心にご報告いたします。

今年度は高千穂郷・椎葉山地域が世界農業遺産10周

年という節目の年を迎え、新たに開発した八重桜緑

茶についての誕生背景や想いとあわせてご紹介いた

します。高千穂に移住して2年目となり、自然豊かな

環境と温かい地域の皆さまに支えられながら活動し

てまいりました。日頃の感謝も込めてお話しいたし

ますので、ぜひお時間のある方はお越しください。

倉戸　ルカ

高千穂アドベンチャー

ツーリズム協議会

兵庫県西宮市出身。令和6年6月に着任。

水辺アクティビティのガイド・インストラクター、

体験型アウトドアプログラムを提供。

高千穂町内には、計画や工事が行われつつも鉄道と

して開通しなかった旧国鉄高千穂線の未成線区間が

あります。三田井から、下野、上野、田原に点在す

る形で遺構がのこっています。活動一年目のフィー

ルド調査に続きまして、二年目は高千穂未成線遺構

の観光活用を目指して、自然体験プログラムの造成

に取り組んでまいりました。未成線の魅力を町内の

皆様にお伝えしたり、町外に向けて発信していく活

動も合わせてご報告いたします。

地域おこし協力隊
活動報告会

　令和7年度　高千穂町

【主催】 高千穂町地域おこし協力隊

＊参加申し込みは不要です。どなたでもご自由にお越しください。（参加無料）

日 時 18：00〜19 : 153月25日（水）2026年

＊国道325号沿いに見える未成線遺構。

参加無料

どなたでも参加

可能です！

☎ 0982-83-0111 　 office@itteki.org
NPO法人一滴の会の連絡先

令和6年6月企画観光課地
域おこし協力隊として着任
NPO法人一滴の会へ出向
し、移住相談、移住交流、
空き家の調査や管理に関
する業務を担当
趣味は海釣りと料理。

Kai    Daisuke
甲斐　大将

地域おこし協力隊活動報告（移住担当）

　
２
月
23
日
、
高
千
穂
神
社
神
楽
殿

で
、
高
千
穂
の
夜
神
楽
伝
承
協
議
会

（
会
長
・
後
藤
俊
彦
高
千
穂
神
社
宮

司
）主
催
、「
高
千
穂
の
夜
神
楽
こ
ど

も
伝
承
者
の
集
い
〜
未
来
に
つ
な
ぐ

舞
神
楽
〜
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
旭
ヶ
丘
保
育
園
児
の
舞
込
み
か
ら

始
ま
り
、各
地
区
の
神
楽
保
存
会（
野

方
野
、立
宿
、二
上
、嶽
宮
、下
野
、下

組
、中
畑
、下
川
登
、上
野
、上
田
原
、

河
内
、中
川
登
、天
岩
戸
）に
所
属
す

る
小
中
高
生
や
高
千
穂
高
校
神
楽
保

存
会
が
、16
演
目
を
披
露
し
ま
し
た
。

地域に根差した伝統芸能の継承
夜神楽を伝承する子どもたちが舞う

　
２
月
22
日
、
荒
立
神
社
で
鬼
の
目

は
し
ら
か
し(

本
組
降
神
会
佐
藤
仁

保
会
長)

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

青
竹
を
熱
し
、石
に
叩
き
つ
け
る

破
裂
音
が
邪
気
払
い
と
さ
れ
、無
病

息
災
や
家
内
安
全
を
願
う
伝
統
行

事
。大
き
な
破
裂
音
と
共
に
真
っ
白

な
煙
を
上
げ
る
に
は
、破
裂
直
前
ま

で
竹
を
熱
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
。

見
極
め
を
間
違
え
る
と
熱
し
て
い
る

最
中
や
叩
く
直
前
に
破
裂
す
る
た

め
、大
き
な
音
が
鳴
る
度
に
拍
手
と

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

五穀豊穣や無病息災
鬼の目はしらかし

　
２
月
21
日
、
高
千
穂
ト
ゥ
ギ
ャ

ザ
ー
ウ
ォ
ー
ク
２
０
２
５
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｉ
Ｔ
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Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｉ（
サ
イ
ト
み

た
い
）を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
、
高

千
穂
峡
や
向
山
地
区
を
周
る
約
12
㎞

の
コ
ー
ス
に
町
内
外
か
ら
約
１
２
０

人
が
参
加
。
休
憩
ポ
イ
ン
ト
で
は
、

地
元
公
民
館
が
用
意
し
た
だ
ご
汁
や

お
に
ぎ
り
、
お
茶
、
漬
物
な
ど
が
ふ

る
ま
わ
れ
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
後
は
、

豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
が
行
わ

れ
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

汗ばむ陽気のなか景色を満喫
トゥギャザーウォーク2025

　
２
月
11
日
、
建
国
記
念
の
日
を
祝

う
式
典
が
、
高
千
穂
神
社(

後
藤
俊

彦
宮
司)

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
神
事
で
は
、
神
楽
の
奉
納
や
町
長

を
始
め
、
参
列
者
が
御
神
前
に
玉
串

を
捧
げ
ま
し
た
。

　
式
典
後
、
後
藤
宮
司
は「
日
本
は

建
国
以
来
２
６
８
６
年
。
歴
然
と
続

く
国
は
他
に
な
い
。
神
楽
が
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
の
候
補
に
選

ば
れ
た
。
今
後
、
文
化
・
歴
史
・
神

話
の
大
切
さ
が
全
国
に
広
ま
っ
て
い

け
ば
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

皇紀2686年
建国記念日奉祝式典を斎行

たかちほっとニュース


